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平成２６年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異、 
通期業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 この度、当社において本日開示いたします「平成２６年３月期 第２四半期決算短信（非連結）」の

実績値と平成２５年５月１５日に公表しました業績予想について差異が発生しましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 また、今後の業績動向等を踏まえ、平成２６年３月期通期業績予想の修正を下記のとおり修正いた 

しましたので、お知らせいたします。 

 尚、特別損失の発生もありましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績値の差異について 

第２四半期（累計）（平成２５年４月１日～平成２５年９月３０日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２,８２３ ５ △２ △２ △０.３５ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ２,９９７ △７１ △７８ △１３７ △１８.１４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １７４ △７６ △７６ △１３５  

増 減 率            （％） ６.２ ― ― ―  

前期実績（平成２5 年３月期第２四半期） ３,００４ ４６ ３１ ２０ ２.７４ 

 
２．通期業績予想の修正について 

（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ６,０２７ １６ １ １ ０.１４ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ５,７７９ △１１６ △１３１ △１９５ △２５.７６ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２４８ △１３２ △１３２ △１９６  

増 減 率            （％） △４.１ ― ― ―  

前 期 実 績 （ 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 期） ６,３７５ １２ △１４ △４２ △５.５７ 

 
３．特別損失の発生及び内容 
  売掛金の滞留が発生し、その債権額の５０％を貸倒引当金繰入額５５百万円を計上いたしました。 
  債権回収の為、法的措置を取るべく準備を致しております。 
 
 

 



 

 
 
４．業績予想の差異および修正の理由 
      当社の主力事業である石油事業に於いて、原油価格の上昇により仕入価格が高騰し、顧客の買 
  い控えもあり厳しい状況でありました。 
   専門店事業においても、売上高は伸びたものの在庫の圧縮をすすめた結果、利益率が低下した

ため営業利益は大きく下回る結果となりました。 
   不動産事業は、大手テナントが撤退したこともあり、誘致活動を積極的に行いましたが、成約 
  には至らず営業利益は大きく下回りました。 
   経常損失においては、営業損失の計上及び営業外損失の計上により７８百万円となりました。 
   四半期純損失においては、上記に加えて記載の特別損失の計上により１億３７百万円となりま

した。 
   これらを要因に、第２四半期の業績予想と実績値の差異をお知らせいたします。 
   今後の見通しにつきましては、石油事業においては不採算取引を縮小、不動産事業において 

は、自社ビルのテナント入居の遅れ及び入居率が未だ回復途上であることにより、売上高の減少

が予想される為、依然厳しい状況になるものと見込まれます。 
   これらを要因に、通期の業績予想の修正をいたします。 

 
（注）業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づいて当社で判断したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

以 上 


